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西北教育事務所便り

№４５

平成３１年２月１８日

《 学校訪問を終えて 》
平成３０年度の学校訪問は、下表のとおり、五所川原市内、つがる市内の学校を除く西北管内

２７校への計画訪問と９校への要請訪問を実施するとともに､五所川原市教育委員会指導課並び
につがる市教育委員会指導課の計画訪問にも１４校へ帯同しました。
訪問の際には、詳細な説明資料や学習指導案の準備、時間の調整など大変お手数をおかけしま

したが、おかげさまで児童生徒の真剣に授業に向かう姿、美しく整備された校内外の環境、そし
て教職員の協働指導体制による様々な取組など、各学校の特色を生かした教育活動を拝見するこ
とができました。ありがとうございました。
提案及び一般授業は、自校の教育課題解決のために設定された研究主題のもと、これまでに積

み重ねてきた研究実践を踏まえたものとなっておりました。また、新学習指導要領で掲げられて
いる「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた日々の授業改善に、熱心に取り組んでいる姿
勢を拝見することができました。
小学校においては、今年度より全面実施となった特別の教科 道徳の授業を全ての学校で参観

することができました。児童一人一人が、道徳的価値についての理解を基に、自己を見つめ、物
事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習となるよう、発問等に工
夫が見られた授業を参観することができました。また、今年度から３・４年生での外国語活動を
実施するとともに、５・６年生の外国語活動の時数が増加しました。実際にＡＬＴを活用しなが
らクラスルームイングリッシュをふんだんに取り入れた授業も参観でき、先生方の魅力ある授業
づくりへの絶えざる努力に感心させられました。
中学校においては、特別の教科 道徳の来年度全面実施に向け、単なる登場人物の心情の読み

取りだけにならないよう、発問に工夫がある授業が見られています。新学習指導要領解説等を基
に、指導方法の工夫や評価について確実に行い、教科書を使用して、生徒の道徳性を育む授業づ
くりと実践をお願いします。
今後も、各学校の特色を踏まえ、知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子どもを育成する教

育活動を推進してくださるようお願いします。

小学校 19校 国語3校 算数13校 生活1校 学活1校 道徳1校計画訪問

8校 国語1校 数学3校 理科1校 英語2校 音楽1校提案授業 中学校

小学校 3校 道徳1校(2回) ＩＣＴ活用1校(2回) 複式算数1校
要請訪問

中学校 6校 英語1校 技術・家庭1校 道徳2校 全教科1校 校内研1校

帯同訪問 五所川原市、つがる市の14校（小学校9校、中学校5校）

《平成３０年度青森県学習状況調査について 》
平成３０年度の学習状況調査の結果につきましては、すでに県教育委員会より「学習状況調査

実施報告書」が各学校に送付されており、課題の把握とその対応などに活用が図られていること
と思います。
西北の課題の一つである「確かな学力の育成」のためには、各教科の調査結果を分析して自校

の指導上の課題を明らかにし、各教科で重点的に指導すべき事項と課題解決の方策を具体化し、
それらを日常の学習指導に生かしていくことが大切です。そこで、今年度も西北管内の結果を各
教科毎にまとめ、分析した資料を作成しましたので、授業改善の参考として御活用ください。な
お 「２ 小問ごとの比較」においては、教科によって県の通過率や設定通過率との差の程度が違、
うことから、とりあげる問題数の基準を教科毎に設定しております。
加えて、県教育委員会発行の『平成３０年度全国学力・学習状況調査本県の結果と今後の対策
基礎・基本の定着と活用力向上のために』や文部科学省発行の『平成３０年度全国学力・学習

状況調査報告書 、国立教育政策研究所作成の『授業アイディア例』なども、授業改善の参考と』
して御活用ください。

（教育課長 片山 好弘）

教育庁西北教育事務所教育課

住所：五所川原市栄町10

Tel 0173-34-2111( ) 35-2170( )代 直

Fax 0173-33-3663

文責：小野 強幸



- 2 -

平成３０年度学習状況調査結果分析（小学校 国語科）

１ 教育事務所管内別通過率（％）

東青 中南 上北 下北 三八 西 北 県五所川原市 つ が る 市 西 ・ 北 郡

２６年度 55.2 58.4 54.5 55.1 54.8 54.0 56.6 55.0 54.9 55.6

２７年度 55.1 54.8 55.3 54.6 55.1 51.2 57.5 52.9 53.3 54.8

２８年度 66.0 67.4 65.6 65.7 66.3 65.8 70.9 65.0 66.6 66.3

２９年度 56.2 53.8 56.7 55.1 55.8 49.6 56.2 50.6 51.6 55.2

３０年度 63 62 64 61 63 62 65 61 62 63

※問題の内容欄の◇は[活用に関する問題]２ 小問ごとの比較

⑴ 県と比較して通過率が高い問題（全９問中、高い順に６問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県県との差

２二(2) 言語 ◇ことわざ、慣用句等の指摘（七転び八起き） 15 66 51

２二(1) 言語 ◇ことわざ、慣用句等の指摘（百聞は一見にしかず） 12 69 57

３二 書く ◇相手や目的に応じた表現（おすすめの手紙） 4 86 82

２一(3) 言語 「かんけい」の書き方 2 81 79

２三 言語 ◇ローマ字の読み書き（hotate） 2 57 55

４一 読む 中心となる語や文の書き抜き 2 72 70

⑵ 県と比較して通過率が低い問題（全１２問中、低い順に５問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県県との差

２一(4) 「用（いる 」の読み方 △20 35 55言語 ）

２二(3) 言語 ◇ことわざ、慣用句の指摘（十人十色） △9 70 79

１二 話聞 話の内容の聞き取り △5 64 69

４三 読む ◇表現の仕方の読み取りと伝え方の工夫 △5 35 40

１三(2) 話聞 ◇話の内容に合った質問と要点の聞き取り △3 59 62

⑶ 通過率が４０％未満の問題（低い順に全４問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県

５二(2) 読む ◇叙述を基にした人物の心情の想像 19 21

５二(1) 読む 人物の心情に適した叙述の書き抜き 28 29

２一(4) 言語 「用（いる 」の読み方 35 55）

４三 読む ◇表現の仕方の読み取りと伝え方の工夫 35 40

⑷ 設定通過率を、２０ポイントを越えて下回る問題（低い順に全３問）

設定通過率問題番号 観点 問 題 の 内 容 差 西北

５二(1) 読む 人物の心情に適した叙述の書き抜き △32 28 60

△31 19 50５二(2) 読む ◇叙述を基にした人物の心情の想像

△25 35 60２一(4) 言語 「用（いる 」の読み方）
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３ 今後の指導について
⑴ 通過率の低い観点と領域・分野への対策

全体の通過率は 県平均通過率を１ポイント下回ったが 昨年と比較すると その差は縮まって、 、 、

。 、 、 、 「 」きている 小問ごとに見ると 県平均を上回っている問題は ２３問中９問で 傾向として 活用

に関する問題が多かった 各大問の中に取り入れている 活用 の問題において 特に 記述式の。 「 」 、 、

問題の通過率が昨年度を上回った。

内容・領域別 評価の観点別に見た状況では 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 言、 、「 （

語についての知識・理解・技能 」において、漢字を文脈の中で正しく書くことや文脈に合うこと）

わざ 慣用句等を指摘すること そして 条件に従って ローマ字を読んだり 書いたりすること、 、 、 、 、

。 、 、 、 、が概ね良好であった 慣用句に関しては 昨年 通過率が低かった内容であるため 今回の結果は

日々の授業改善の成果の表れであると考える しかし 県平均と比較して 最も 通過率の低い問。 、 、 、

題が、２一(4)の「用（いる 」の読み方で、県平均との差が２０ポイントである。）

近年の傾向として 漢字の書きに関しては良好だが 読みに課題が見られることから 習得した、 、 、

漢字を読んだり書いたりする機会を意図的・計画的に設定し 文や文章の中で適切に使えるように、

指導することが大切である さらに 語彙を広げるために 必要な時にはいつでも辞書が手元にあ。 、 、

り、使えるような言語環境をつくることも大切である。

また、５二(1)の登場人物の気持ちについて、叙述を基に想像しながら読み、当てはまる文章を

書き抜く問題や５二(2)の場面の移り変わりに注意しながら、ふさわしい表現に言い換える問題の

。 、 、通過率が低かった ５二(1)は 正答である人物以外の会話を書き抜いた解答が多かったことから

、 。 、原因として どの人物の言動なのかを明確に捉えることができなかったことが考えられる また

５二(2)は、無答や場面が移り変わった後の人物の変化を捉えることができなかった解答が多かっ

たことから 原因として 場面と場面とを関係付けたり 複数の叙述を関係付けたりして想像して、 、 、

読むことができなかったことが考えられる。

文学的な文章の指導に当たっては 一つの場面の叙述だけを対象とするにとどまらず 物語全体、 、

、 。を見通して 複数の場面の叙述を関係付けながら読むことができるようにすることが大切である

そして 文と文の関係や段落相互の関係に注目して情報を見付けさせたり 目的に応じて要約させ、 、

たりすることが必要である また 各場面に描かれた登場人物の行動や会話などに即しながら 登。 、 、

場人物の特徴や性格をおさえて読む学習が大切である 今回の調査問題の結果分析を受けて 調査。 、

対象学年のみならず、全校が一体となって、指導の改善・充実を図りたい。

⑵ 授業改善の手立て

国語科において 言語活動を通して 指導事項を指導し 授業の構成や指導の在り方を工夫・、 、 、

。 、 、 、改善することが重要視されている したがって 授業づくりの際には 年間指導計画を踏まえ

、 、 、 。指導事項に基づいて 本単元 本時では どのような力を身に付けさせたいのかを明確にする

そして 児童の実態や教材の特性に留意し 最適な言語活動を選定して 課題解決の過程に位置、 、 、

付けることが大切である。

≪導入≫

・ 教師がモデルとなり 自作の補助教材を提示することで 児童が学習の見通しを明確にもつ、 、

ことができる また 教師自作の資料は 児童にとって取り組んでみたいという思いを引き出。 、 、

すのに効果的である。

≪展開≫

・ 物語文では、教材文全体を拡大し、全文掲示することは 「場面の移り変わり」や「気持ち、

」 。 、 、の変化 に着目するのに有効である 児童が 作品のストーリー全体を俯瞰しやすくなるため

友だちとの共通点や相違点が一目で分かり、必要性のある交流活動となる。

≪終末≫

・ 学習内容を振り返らせることで 児童は 何が分かり 何が分からなかったのか自覚するよ、 、 、

うになる 授業の最後に 今日は何を 内容 どのように考え 思考過程 学びを通して見。 、 （ ）、 （ ）、

出すことができたか（価値）を自分の言葉でまとめさせる。
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平成３０年度学習状況調査結果分析（小学校 社会科）

１ 教育事務所管内別通過率（％）

東青 中南 上北 下北 三八 西北 県五所川原市 つ が る 市 西 ・ 北 郡

２６年度 53.1 54.4 54.3 51.3 52.5 51.3 52.3 52.5 52.0 53.2

２７年度 47.2 45.8 48.5 46.6 46.8 42.4 49.0 44.5 44.8 46.7

２８年度 60.3 58.4 61.6 59.1 60.9 62.8 70.5 58.9 62.9 60.5

２９年度 66.2 62.5 66.1 61.2 63.9 63.7 67.3 60.7 63.5 64.3

３０年度 55 56 58 53 55 58 63 56 59 56

２ 小問ごとの比較

※問題の内容の◇は［活用に関する問題］

⑴ 県と比較して通過率が高い問題（全２３問中、高い順に５問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 県との差 西北 県

３(3) ◇条件に該当する地図記号の指摘 7 71 64思考・判断・表現

５(2) ◇等高線に基づく流水の緩急の指摘 7 30 23思考・判断・表現

５(3) ◇等高線の断面図の読み取り 7 44 37技 能

7 40 33７(2) 技 能 季節風の意味の理解

９(3) 7 67 60知識・理解 情景に該当する海洋名の理解

⑵ 県と比較して通過率が低い問題（全２問中、低い順に２問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 県との差 西北 県

２(2)① ◇条件に該当する駐車位置の説明 △3 71 74思考・判断・表現

３(1) ◇インタビュー調査のマナーの指摘 △1 89 90思考・判断・表現

⑶ 通過率が４０％未満の問題（全４問中、低い順に４問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県

４(1) ◇川の流れに基づく土地の高低の指摘 14 16思考・判断・表現

４(2)② ◇川と台地の高さの関係の指摘 23 23知識・理解

５(2) ◇等高線に基づく流水の緩急の指摘 30 23思考・判断・表現

９(2) 条件に沿った大陸の位置の説明 36 32技 能

⑷ 設定通過率を、２０ポイントを越えて下回る問題（全３問中、低い順に３問）

設定通過率問題番号 観点 問 題 の 内 容 差 西北

５(2) ◇等高線に基づく流水の緩急の指摘 △30 30 60思考・判断・表現

９(2) 条件に沿った大陸の位置の説明 △24 36 60技 能

１(1) １１０番通報の理解 △21 69 90知識・理解
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３ 今後の指導について
⑴ 通過率の低い観点と領域・分野への対策

通過率が県平均を上回った問題が２７問中２３問となり、教科全体でも県平均を３ポイント上

回った。前年度と比べた教科全体の平均は県平均が８ポイント低下したのに対し、西北管内は４

ポイントの低下にとどまった。通過率が４０％未満の問題と設定通過率より差が２０ポイントを

越えて低い問題を評価の観点別に見ると 社会的な思考・判断・表現 や 観察・資料活用の技、「 」 「

能」に課題があることが分かる。特に、複数の資料を比較したり、関連付けたりして考える問題

の通過率が低い。

「社会的な思考・判断・表現」の能力を高めるためには、児童の疑問を生かした学習問題を設

定し、問題解決に向けた見通しを明確にした上で、児童が意欲的に取り組むことができるように

する必要がある。また、自分の考えを深めることができるよう、自分の考えを書いたり、要約し

て説明や議論したりする対話的な学習活動を取り入れることが大切である。

「観察・資料活用の技能」を高めるためには、地図や写真、図、文章、グラフ等のさまざまな

資料から必要な情報を集め 社会的事象の見方・考え方 に沿って読み取らせる指導を段階的に、「 」

行うことが前提となる。その際は、空間的な広がりや時間的な広がりを捉えさせながら、着目す

るポイントを焦点化して読み取らせることが有効である。その上で、読み取った情報を基に自分

の考えをまとめる活動を繰り返し行うことが大切である。

⑵ 授業改善の手だて

社会科の学習に意欲的に取り組ませるためには、ゲストティーチャーとして地域の人材を活用

したり、身近な地域の写真や映像資料、家族や地域の方々に取材した記録などを使ったりして、

児童が興味・関心をもって学習に取り組めるような工夫が必要である。そうすることで、学習内

容を身近な生活に引き寄せて考えたり、学ぶ必然性をもったりすることが期待できる。

≪導入≫

、 。・ ＩＣＴ機器を活用して資料を提示し 比較や読み取りさせる中で児童から問いを引き出す

また、発問を工夫して児童に学ぶ必然性をもたせ、学習課題を自身の生活に引き寄せて考え

させることができるようにする。

・ 児童が主体的に課題を解決することができるように、解決の方法（どの既習事項を用いる

か）や調べる方法（どのように調べるか）等を考えさせ、学習活動の道筋に見通しをもたせ

る。

≪展開≫

・ 課題を個人で考えた後、グループによる学び合いを行って考えを発展させる。

・ グループで考え まとめた内容について全体で確認する ただし グループ活動は目的で、 。（ 、

なく目標達成の手段であるので必要に応じて行う ）。

・ グループで調べたり、話し合ったりしたことを、学習課題やその予想に照らして整理・分

析させ、まとめにつなげる。

≪終末≫

・ 児童の言葉を生かしてまとめを行う。

・ 授業の振り返りでは、今日の授業で分かったこと（事実の確認 、自分の考えが どのよう）

（ ）、 （ ） 、に変わったか 自己の変容 友だちの考えを聞いて良いと思ったこと 他者との関わり 等

学びを実感させるとともに、次時への学習意欲につながるようにする。
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平成３０年度学習状況調査結果分析（小学校 算数科）

１ 教育事務所管内別通過率（％）

東青 中南 上北 下北 三八 西北 県五所川原市 つ が る 市 西 ・ 北 郡

２６年度 61.5 61.1 61.5 59.0 61.1 60.1 61.4 59.0 60.0 61.0

２７年度 62.3 58.4 61.2 56.5 60.5 57.0 64.5 58.0 59.2 60.3

２８年度 63.6 60.8 64.3 59.7 62.6 62.7 70.3 61.5 63.8 62.7

２９年度 53.9 50.4 53.2 50.8 52.4 51.4 54.7 46.9 50.5 52.2

３０年度 58 57 60 52 59 58 64 57 59 58

※問題の内容の◇： 活用に関する問題］２ 小問ごとの比較 ［

⑴ 県と比較して通過率が高い問題(全２０問中７問)

観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 県との差 西北 県問題番号

１(1) 知識・理解 3 80 77小数÷小数の計算の仕方 数と計算〔 〕

１(2) 知識・理解 3 62 59分配法則の理解 数量関係〔 〕

２(1) 3 80 77数量や図形についての技能 繰り上がりのある 小数の加法の計算 数と計算， 〔 〕

２(2) 3 82 79数量や図形についての技能 繰り下がりのある 小数の減法の計算 数と計算， 〔 〕

知識・理解 ◇概数の仕組み 3 31 28４(2)② 〔 〕数と計算

数学的な考え方 ◇条件に合う三角定規の角の大きさの選択 3 49 46７(2)②

８(3) 数学的な考え方 ◇展開図から直方体の重なる点を指摘〔図形〕 3 40 37

⑵ 県と比較して通過率が低い問題(全７問)

観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 県との差 西北 県問題番号

６(1) 知識・理解 △ 5 33 38対角線でひし形を分割したときにできる図形 図形〔 〕

１(4) 知識・理解 球の直径と半径の関係 図形 △ 3 63 66〔 〕

１(3) 数学的な考え方 結合法則を用いての説明〔数量関係〕 △ 1 58 59

３ 複合図形の面積の求め方 量と測定 △ 1 29 30数量や図形についての技能 〔 〕

６(2) 数学的な考え方 ◇各種図形の構成や性質の理解〔図形〕 △ 1 52 53

６(3) 数学的な考え方 ◇平行四辺形の構成や性質の理解〔図形〕 △ 1 28 29

９(2) 数学的な考え方 ◇二次元表の説明〔数量関係〕 △ 1 49 50

⑶ 通過率が３５％未満の問題（全５問）

観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 西北 県問題番号

６(3) 数学的な考え方 ◇平行四辺形の構成や性質の理解〔図形〕 28 29

３ 複合図形の面積の求め方 量と測定 29 30数量や図形についての技能 〔 〕

知識・理解 ◇概数の仕組み〔数と計算〕 30 28４(2)①

知識・理解 ◇概数の仕組み〔数と計算〕 31 28４(2)②

６(1) 知識・理解 対角線でひし形を分割したときにできる図形〔図形〕 33 38

⑷ 設定通過率を、２０ポイントを越えて下回る問題（全３問）

設定通過率問題番号 観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 差 西北

３ 複合図形の面積の求め方 量と測定 △36 29 65数量や図形についての技能 〔 〕

６(1) 知識・理解 △32 33 65対角線でひし形を分割したときにできる図形 図形〔 〕

６(3) 数学的な考え方 ◇平行四辺形の構成や性質の理解〔図形〕 △22 28 50
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３ 今後の指導について
⑴ 通過率の低い観点と領域への対策

全体の通過率は５９％であり、県平均を１ポイント上回った。おおむね昨年と同程度と言える

が、個別に課題がある。

２ 小問ごとの比較 では ２ ３ ４ の各項目で取り上げた設問のうち 約５割が 活「 」 、（ ）、（ ）、（ ） 、 「

用に関する問題」であり、昨年度の約７割から改善傾向が見られる。今後も既習を活用する授業

を意図的に年間指導計画に組み込み、確実に実施・継続することが大切である。

また、６の図形の構成や性質についての問題に課題が見られる。平行四辺形、ひし形、台形に

ついて理解するためには、いろいろな四角形を構成し、それらを観察することを通して共通の性

質を持つ図形に分類したり、それぞれの図形の性質について調べたり、図形の約束や性質に基づ

いて作図したり、弁別したりする活動に取り組ませることが大切である。例えば、平行四辺形の

性質は、平行四辺形を対角線で切って、幾つかの三角形に分け、その三角形を重ね合わせるなど

の活動によって確かめられる。また、ひし形の性質は、ひし形をかいて切り抜き、折り重ねるな

どの活動によって確かめることができる。このような算数的活動により、図形についての実感的

な理解を深めることが大切である。

評価の観点からみると 「数学的な考え方」に関する問題については改善傾向が見られる。しか、

し 「数量や図形についての知識・理解 「数量や図形についての技能」に関する問題に課題が見、 」

られる。児童が考える場面と教師が教える場面の組み立てを工夫するとともに、一度獲得した知

識や技能を活用させることによって、さらに深く定着させるように工夫することも必要である。

各領域ごとの通過率をみると、県平均より低いものは 「数と計算」では８問中０問 「量と測、 、

定」では４問中１問 「図形」では７問中４問 「数量関係」では８問２問であることから、特に、 、

「図形」の領域に課題が見られる。今後は、図形の観察や構成などの活動を通して、図形の意味

、 、 。を理解したり 図形の性質を見付けたり 図形の性質を確かめたりすることができるようにする

例えば、紙を折ったり、切ったり、図形を移動させたり、切り離したり、変形したり、定規やコ

ンパスを用いて作図したりする活動は、図形の意味や用語などの理解を助け、問題解決の見通し

を立てたり、図形の性質を発見、確かめ、表現できたり、図形の性質を生活や学習の中に生かす

ことができる。

⑵ 授業改善の手立て

「○○の活動を通して、○○ができるようになる 」のように 「学習活動」と身に付けさせる。 、

「資質・能力」を踏まえて本時の目標を設定し、授業を構成していく。導入をコンパクトにする

など、限られた時間の中で振り返りを含め各段階の学習活動を確実に実施できるよう、授業設計

を工夫する。また、単元で身に付けさせたい力を明確にし、到達点を意識した学習を目指す。

≪導入≫

・ 課題（めあて）は、呼びかける文末か疑問形の文末か等について、身に付けさせたい力、

学習内容、学年の段階を踏まえて適切に設定する。疑問形はまとめに結びつけやすい。

・ 結果の見通しや方法の見通しは、児童が主体的に学ぶ大きなきっかけとなると共に、学習

を振り返る際に有効に働く。また、比較、類推、適用等、数学的な考え方のもととなるので

適切に位置付ける。

≪展開≫

・ 学び合いの場面では、教師と児童の言語活動から児童相互の言語活動へ重点を次第に移行

することで、対話的な学びを実現するようにする。この際、課題解決に向けた児童主体のペ

アやグループ活動を設定することが大切である。また、非定型の自由な意見交換でのつぶや

きを大切にし、他の考えとつなげて活かすように心がける。

・ 自力解決の段階で完成していない説明であっても、交流しながら分かりやすい説明に高め

るなど、協働の活動を通して数学的な見方・考え方を育む指導を心がける。

≪終末≫

。 、・ 問題ひとつの学習展開でまとめを導いてよいか一考する 全体でもう１問に取り組むなど

数学的な確かさを実感させる場面を工夫する。

・ 本時の学習を振り返ることは、児童と学習内容とのかかわりを深め、今後の学習や生活に

つなぐ場面である。単位時間毎や単元毎に必ず実施する。



- 8 -

平成３０年度学習状況調査結果分析（小学校 理科）

１ 教育事務所管内別通過率（％）

東青 中南 上北 下北 三八 西 北 県五所川原市 つ が る 市 西 ・ 北 郡

２５年度 74.0 72.6 75.0 74.1 74.5 74.5 72.9 71.5 73.0 73.9

２６年度 72.1 70.7 72.4 68.7 72.5 71.2 72.7 70.2 71.2 71.7

２７年度 64.8 63.5 65.8 64.4 65.8 62.8 68.8 61.5 63.8 64.8

２８年度 69.5 67.6 69.9 67.5 70.6 73.4 74.1 67.9 71.4 69.5

２９年度 61.7 57.7 62.0 58.9 60.0 62.9 64.7 55.9 60.8 60.3

３０年度 67 65 69 65 68 67 71 67 68 67

※問題の内容欄の◇は[活用に関する問題]２ 小問ごとの比較
※内容は[物・エ]が「物質・エネルギー 、[生・地]が「生命・地球」を表す。」

⑴ 県と比較して通過率が高い問題（全１４問中、高い順に５問）

問題番号 観 点 問 題 の 内 容[内容] 県との差 西北 県

知識・理解 6 77 71８(2) インゲンマメの種子のつくり[生・地]

思考・表現 6 30 24６(3) ◇鉄が磁石になっているか確かめる方法[物･エ]

(1)名前 技 能 6 31 25５ [生・地]太陽を観察するための器具の名称

技 能 4 78 74５(3) 地面の温度の測り方[生・地]

知識・理解 3 55 52１(3) 完全変態の昆虫[生・地]

⑵ 県と比較して通過率が低い問題（全９問中、低い順に５問）

問題番号 観 点 問 題 の 内 容 県との差 西北 県

思考・表現 △4 56 60７(2)①② ◇回路の読み取り[物・エ]

技 能 △4 73 77３(1) 圧し縮められた空気の性質 [物・エ]

思考・表現 △3 55 58４(1) ◇方位磁針の使い方［生・地］

思考・表現 △2 79 81２(2)① ◇物の重さの比較[物・エ]

５(1)理由 技 能 △2 64 66太陽を観察するときの安全への配慮 生・地［ ］

⑶ 通過率が５０％未満の問題（全６問）

西北 県問題番号 観 点 問 題 の 内 容

思考・表現 5 5６(2) ◇離れて働く磁石の力[物・エ]

(3) 思考・表現 30 24６ ◇鉄が磁石になっているか確かめる方法 [物・エ]

(1)名前 技 能 31 25５ 太陽を観察するための器具の名称[生・地]

(1) 技 能 46 47１ 虫眼鏡の使い方[生・地]

３(3) 思考・表現 47 45◇水でっぽうの仕組み [物・エ]

８(4) 技 能 49 49顕微鏡の使い方[生・地]

⑷ 設定通過率を、１０ポイントを越えて下回る問題（全７問中、低い順に５問）

設定通過率問題番号 観 点 問 題 の 内 容 差 西北

思考・表現 △55 5 60６(2) ◇離れて働く磁石の力[物・エ]

５(1)名前 技 能 △29 31 60太陽を観察するための器具の名称[生・地]

６(3) 思考・表現 △25 30 55◇鉄が磁石になっているか確かめる方法[物･エ]

３(3) 思考・表現 △8 47 55◇水でっぽうの仕組み[物・エ]

８(4) 技 能 △6 49 55顕微鏡の使い方[生・地]
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３ 今後の指導について
⑴ 通過率の低い観点と領域への対策

、 。西北管内の全体の通過率は県通過率をやや上回っており 小問の約６割で県通過率を上回った

また、昨年度に比べ設定通過率を上回った問題が約７割を超えるなど、学習状況に改善の傾向

が見られた。

評価の観点別に見ると 「技能」で３問 「思考・表現」で３問 「知識・理解」で１問、県平、 、 、

均を下回った。観察・実験などの基本的な「技能」を習得させるためには、器具の操作手順の

理解だけでなく、器具を使用する目的や操作の意味を捉えさせることが大切である。例えば、

誤った操作を示し、そのことから起こりうることを考えさせるなどしながら、操作の意味を捉

えることができるようにすることも考えられる 「思考・表現」の指導に当たっては、観察・実。

験における言語活動の充実を図ることが大切である。結果から何が言えるのか、事実から何が

読み取れるのかなどについて、観察・実験の結果を予想や仮説と比較させる。その際、分かっ

たことを言葉だけでなくモデル図などを用いて表現し説明させたり、習得した知識や技能を用

いて文章に書かせたりする指導を心がけたい。さらに、断片的な知識を体系的な知識へと整理

するためには、学習のつながりを意識したり、単元全体を通した振り返りの場を計画的に設定

することが大切である。

領域別に見ると 物質・エネルギー で４問 生命・地球 で３問 県平均を下回った 物、「 」 、「 」 、 。「

質・エネルギー」は観察・実験が比較的行いやすく、分析的な方法によって規則性を見いだし

やすいという特性をもっている。指導に当たっては、根拠のある予想や仮説を立てさせ、考察

では予想と比較しながらまとめることが大切である。また可能な限り直接体験させる工夫をす

るとともに、表やグラフの作成、モデルの活用、コンピューターなどＩＣＴ機器の活用も積極

的に取り入れたい 「生命・地球」は、生物のように環境との関わりの中で生命を維持していた。

り、地層や天体などのように時間や空間のスケールが大きいという特性をもっていたりするた

め、授業の限られた条件の中で再現することが難しい場合もある。指導に当たっては、観察し

、 。たり資料を調べたりして情報を収集し そこから考察することに重点を置くことが考えられる

直接体験やそれらに準ずる学習活動も含めて科学的に探究することが大切である。

「活用」に関する問題では、理科で学習した知識及び技能を、実際の自然や日常生活に当ては

めて考えたり、問題点を把握し、解決の方向性や方法を考えたりすることなどに課題が見られ

た。これらの課題を解決するためには、学習した知識を日常生活と関連付けて図や模型を用い

て考えたり、説明したりする活動が考えられる。また、提示された事象・事物について問題を

明確にもち、予想や仮説を考えたり、得られる結果を見通したりするなど、解決に向けた方法

を考えさせる活動を設定することも大切である。

⑵ 授業改善の手立て

理科の学習は、児童が既にもっている自然についての素朴な見方や考え方を、観察・実験な

どの問題解決の活動を通して、少しずつ科学的なものに変容させていく営みであると言える。

そこで、問題解決の流れに沿って授業改善の手立てを整理し考える。

≪導入≫

・ 児童が体験を通した自然とのかかわりの中で、問題を見いだす学習活動を重視する。こ

こでは児童が既にもっているであろう知識とのずれを感じるような事象を提示し、児童が

発した問いから学習課題を設定することで、主体的に解決する自分事としての学習課題を

設定する。その際、観察・実験等で検証できる学習問題（一般によびかけ型より、疑問型

で終わる表現。例： ～はどうなるか？ ）であることが大切である。「 」

≪展開≫

・ 理科の見方・考え方を働かせ、科学的な思考力・表現力を向上させるために、ペアやグ

ループによる話合いの場を設定する。その際、結果から何が言えるのか、何が読み取れる

のかなど観察・実験の結果を基にして予想と比較したり、分かったことを図などを用いて

表現したり、説明したり、習得した知識や技能を用いて文章に書いたりする活動を設定す

る。

≪終末≫

・ 実感を伴った理解を図るために、学習内容が実際の自然の中で成り立っていることや、

生活の中で役立てられていることに気付かせたりして、理科を学ぶ意義や有用性を実感さ

せる。そのため、本時の学習を振り返る場面を設定し、次の学習につなげる。
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平成３０年度学習状況調査結果分析（中学校 国語科）

１ 教育事務所管内別通過率（％）

東青 中南 上北 下北 三八 西 北 県五所川原市 つ が る 市 西 ・ 北 郡

２６年度 55.5 52.0 53.1 53.6 57.2 51.2 52.9 52.3 52.0 54.4

２７年度 50.4 46.6 48.4 46.6 52.1 45.8 50.6 43.7 46.2 49.0

２８年度 57.7 53.6 54.3 55.6 56.0 51.6 51.7 50.7 51.3 55.1

２９年度 54.1 51.1 50.0 50.0 51.7 50.1 53.6 47.7 50.0 51.6

３０年度 50 47 49 49 51 44 46 45 45 49

※問題の内容欄の◇は[活用に関する問題]２ 小問ごとの比較

⑴ 県と比較して通過率が高い問題（全１問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県県との差
３三 読む ◇表現の効果の説明 1 49 48

県と比較して通過率が低い問題（全２３問中、低い順に９問）⑵

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県県との差
２三(1) 言語 ◇誤字訂正（統→討） △12 23 35

２三(2) 言語 ◇誤字訂正（交→公） △9 27 36

３一 言語 〔なうて〕の現代仮名遣い △8 20 28

４四 言語 ◇主語の指摘 △7 50 57

１三 話聞 ◇共通点の説明 △6 13 19

２一(1) 言語 〔従（したが）える〕の読み方 △5 80 85

２二(2) 言語 〔けいれつ（系列 〕の書き方 △5 39 44）

４二 読む ◇接続語の組合せの指摘 △5 61 66

５三 読む ◇理由の説明 △5 61 66

⑶ 通過率が４０％未満の問題（全１３問中、低い順に７問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県

５六 読む ◇段落分けの指摘 ８ 11

１三 話聞 ◇共通点の説明 13 19

３一 言語 〔なうて〕の現代仮名遣い 20 28

４五 読む 心情の説明 21 24

２三(1) 言語 ◇誤字訂正（統→討） 23 35

４六 読む ◇文の指摘 24 26

５四 読む ◇語句の指摘 24 28

⑷ 設定通過率を、２０ポイントを越えて下回る問題（全１０問中、低い順に６問）

設定通過率問題番号 観点 問 題 の 内 容 差 西北

３一 言語 〔なうて〕の現代仮名遣い △40 20 60

２三(1) 言語 ◇誤字訂正（統→討） △37 23 60

５六 読む ◇段落分けの指摘 △37 8 45

１三 話聞 ◇共通点の説明 △27 13 40

４六 読む ◇文の指摘 △26 24 50

５二 読む ◇挿入箇所の指摘 △26 29 55
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３ 今後の指導について
⑴ 通過率の低い観点と領域・分野への対策

管内の通過率は 県平均通過率を大きく下回っており 小問ごとに見ても県平均を上回っている、 、

問題は１問しかなく 通過率４０％未満の問題も多く見られるなど 依然として学習状況に課題が、 、

あると言える その中でも 昨年に続き 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 言語につ。 、 「 （

いての知識・理解・技能 」において、課題が見られる。県全体の平均通過率と比べ特に差が大き）

かったのは ２三(1)(2)の文脈の中で誤って使われている漢字を見付け 正しい漢字を指摘するこ、 、

とである 続いて ３一の なうて の現代仮名遣いの問題 ４四の文章中に示された述語に対す。 、 〔 〕 、

る主語を指摘する問題である。

そこで 課題である漢字の指導に当たっては 引き続き正確に読み書きできるようにすることに、 、

加え 実生活で使われる場面を想起させながら 同音異義語や同訓異字などに留意して指導するこ、 、

とが必要である また 日常の学習や生活の中で 必要に応じて辞書などを活用して漢字の意味や。 、 、

用法を確認し 漢字を正しく読んだり書いたりする態度と習慣を養い 文脈の中で適切に使える語、 、

彙となるよう指導を工夫することが大切である。

次に 通過率が最も低かったのが ５六の文章の展開を捉え どの箇所で段落に分けられるかを、 、 、

根拠を示して指摘する問題である これは 県においても同様の結果が出ており 原因として 意。 、 、 、

味段落に正しく分けられていない 根拠となる正しい言葉が挙げられていないなどの誤答が多かっ、

たことから 段落の前後の言葉を根拠にして意味段落に分ける力が不足しているいることが考えら、

れる そのため 言葉のつながりに注目し 話の展開を考えたり 文末表現に注目したり 段落の。 、 、 、 、

最初の言葉に注目したりするなど 言葉に着目し 構成や展開を読み取るよう指導することが大切、 、

である。

また 「活用」に関する問題を含めて総括的にみると、質問の内容や意図を的確に理解し、根拠、

を基に自分の考えをまとめることが依然として十分とは言えない そのため 引き続き 読み取っ。 、 、

た情報を自分と結び付けて考えたり 友だちとの交流を通して 多様な考え方に触れたりする機会、 、

を意図的・計画的に設定し 言語活動を適切に位置付けることなどが考えられる 今回の調査問題、 。

の結果分析を受けて 調査対象学年のみならず 全校が一体となって 指導の改善・充実に努めた、 、 、

い。

⑵ 授業改善の手立て

国語科において 言語活動を通して 指導事項を指導し 授業の構成や指導の在り方を工夫・、 、 、

。 、 、 、改善することが重要視されている したがって 授業づくりの際には 年間指導計画を踏まえ

、 、 、 。指導事項に基づいて 本単元 本時では どのような力を身に付けさせたいのかを明確にする

そして 生徒の実態や教材の特性に留意し 最適な言語活動を選定して 課題解決の過程に位置、 、 、

付けることが大切である。

≪導入≫

・ 生徒の問いを引き出し 日常生活や社会生活と関連した取り組むべき必要性のある課題を設、

定する そして 設定した課題を自分事として捉えられるようにし 見通しをもたせる工夫を。 、 、

する。

≪展開≫

・ 生徒が課題と向き合いながら 自己解決の成功体験を味わえるように 学習活動の場面を設、 、

定する 例えば 自分の考えをもつ活動 仲間と考えを共有する活動 仲間の考えからよりよ。 、 、 、

いものを吟味し 自分の中で再構成する活動などである その際 生徒に活動させることが目、 。 、

的にならないように、本時のねらいに迫るための学習活動を計画することが大切である。

≪終末≫

・ 授業の最後に 今日は何を 内容 どのように考え 思考過程 学びを通して見出すこと、 （ ）、 （ ）、

ができたか 価値 を振り返り 自分の言葉で言語化することによって 新たな問いを引き出（ ） 、 、

し 次の学習へつなげるようにする さらに 授業内容と結び付けた課題を家庭学習に位置付、 。 、

けることで 学習の定着を図る そのために 授業で扱う課題を吟味し 生徒にとって魅力あ、 。 、 、

る課題にすることが大切である。
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平成３０年度学習状況調査結果分析（中学校 社会科）

（％）１ 教育事務所管内別通過率

東青 中南 上北 下北 三八 西北 県五所川原市 つ が る 市 西 ・ 北 郡

２６年度 51.1 45.5 49.1 50.3 50.1 45.2 48.2 47.9 46.9 48.9

２７年度 56.1 51.0 53.2 54.1 54.4 45.9 54.2 51.8 49.8 53.4

２８年度 66.0 61.1 62.9 63.6 64.2 58.5 64.3 61.7 61.0 63.4

２９年度 56.6 50.1 53.3 53.6 51.8 48.7 51.0 48.8 49.2 52.7

３０年度 60 52 57 55 56 46 51 51 49 55

２ 小問ごとの比較

※問題の内容の◇は［活用に関する問題］

⑴ 県と比較して通過率が高い問題（全１問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 県との差 西北 県

５(1) 8 35 27知識・理解 大きな時代区分の理解～古代、中世、近世

⑵ 県と比較して通過率が低い問題（全２７問中、低い順に５問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 県との差 西北 県

８(3) 分国法の理解 △20 13 33知識・理解

２(3) シリコンバレーの理解 △14 36 50知識・理解

６(1) ナイル川の理解 △13 49 62知識・理解

８(1)B 管領の理解 △13 16 29知識・理解

３(2) ユーロの理解 △12 77 89知識・理解

⑶ 通過率が４０％未満の問題（全１０問中、低い順に５問）

問題番号 観点 問 題 の 内 容 西北 県

８(3) 分国法の理解 13 33知識・理解

７(2) ◇奈良時代の税制の理解～調 14 24思・判・表

８(1)B 管領の理解 16 29知識・理解

３(1) 北大西洋海流と偏西風の理解 27 39知識・理解

８(1)A 執権の理解 33 43知識・理解

⑷ 設定通過率を、２０ポイントを越えて下回る問題（全７問中、低い順に５問）

設定通過率問題番号 観点 問 題 の 内 容 差 西北

６(1) ナイル川の理解 △31 49 80知識・理解

８(3) 分国法の理解 △27 13 40知識・理解

７(2) ◇奈良時代の税制の理解～調 △26 14 40思・判・表

２(3) シリコンバレーの理解 △24 36 60知識・理解

８(1)B 管領の理解 △24 16 40知識・理解
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３ 今後の指導について
⑴ 通過率の低い観点と分野への対策

通過率が県平均を上回った問題が２９問中１問のみであり、教科全体では県平均を６ポイント下

回った。前年度に比べ、教科全体の平均は県平均で２ポイント下がっているが、西北管内は３ポ

イント下がった さらに 活用 に関する問題について見ると 設定通過率を下回った問題が地。 、「 」 、

理的分野が７問中４問、歴史的分野が７問中４問あり、昨年度に引き続き「活用」に関する問題

。 、 、 「 」について課題がある また 県の通過率や設定通過率と比べ 大きく下回っている問題が 活用

に関する問題を克服するための前提となる「社会的事象についての知識・理解」に関する問題で

ある。

地理的分野では、社会的事象についての知識をしっかりと習得・定着させた上で、地図やグラ

フ、主題図などを活用して社会的事象について位置や空間的な広がりを捉えさせながら、自然的

条件や社会的条件を関連付けさせたり、それを文章で表現させる活動を取り入れたりすることが

有効である。

歴史的分野では、時代の流れや時代ごとの特色を捉えさせた上で、政治の展開や産業の様子、

社会の様子などについて他の時代と比較させ共通点や相違点に気付かせる活動や、その結果を言

葉や図などで表したり、意見交換したりする活動を取り入れることが有効である。

また、基礎的・基本的な知識及び技能を習得させる場面と、既習事項を活用して考えを深めさ

、 、 。せる場面を 単元の中でどのように位置付けるか 指導計画を明確にしておくことが大切である

⑵ 授業改善の手だて

社会科において、生徒の学習意欲を引き出すためのスタートは、いかに魅力ある教材を開発す

るかである。その上で、学習内容と社会の営みを有機的に関連付けた課題設定し、身近な生活に

引き寄せて考え（主体的な学び 、生徒同士の調査や話し合いを促し（対話的な学び 、社会的な） ）

「 」 （ ） 。見方・考え方 を働かせて課題解決する活動 深い学び を重視した授業づくりが必要である

≪導入≫

、 。・ ＩＣＴ機器を活用して資料を提示し 比較や読み取りさせる中で生徒から問いを引き出す

また、発問を工夫して生徒に学ぶ必然性をもたせ、学習課題を自身の生活に引き寄せて考え

させることができるようにする。

、 、・ 生徒に学習課題に対する予想をさせた上で 主体的に課題を解決することができるように

解決の方法（どの既習事項を用いるか）や調べる方法（どのように調べるか）等を確認し、

学習活動の道筋に見通しをもたせる。

≪展開≫

・ 課題を個人で考えた後、グループによる学び合いを行って考えを発展させる。

・ グループで考え まとめた内容について全体で確認する ただし グループ活動は目的で、 。（ 、

なく目標達成の手段であるので必要に応じて行う ）。

・ グループで調べたり、話し合ったりしたことを、学習課題やその予想に照らして整理・分

析させ、まとめにつなげる。

≪終末≫

・ 生徒の言葉を生かしてまとめを行う。

・ 授業の振り返りでは、予想したことがグループ活動を通じてどのように変わったか、何が

分かって何が分からなかったか等を記述させるなど、学びを実感させ、次時への学習意欲に

つながるようにする。
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平成３０年度学習状況調査結果分析（中学校 数学科）

１ 教育事務所管内別通過率（％）

東青 中南 上北 下北 三八 西北 県五所川原市 つ が る 市 西 ・ 北 郡

２６年度 52.1 43.9 48.6 49.0 48.1 44.6 47.7 49.3 47.0 48.2

２７年度 51.4 42.7 45.8 49.9 47.8 38.6 41.5 43.0 40.8 46.6

２８年度 52.8 44.5 50.5 47.3 50.9 46.6 46.4 44.0 45.6 49.2

２９年度 50.0 42.3 47.5 44.5 46.7 44.4 45.9 41.7 43.8 46.3

３０年度 56 49 53 52 55 48 51 54 51 53

※問題の内容の◇は［活用に関する問題］２ 小問ごとの比較

⑴ 県と比較して通過率が高い問題(全３問)

観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 県との差 西北 県問題番号

１(2) 知識・理解 正の数 負の数の大小関係の理解 数と式 4 76 72， 〔 〕

９(1) 数学的な技能 円錐の側面積の求め方〔図形〕 3 39 36

７(2) 知識・理解 回転移動の結果の指摘〔図形〕 1 50 49

⑵ 県と比較して通過率が低い問題(全２０問中、低い順に６問)

観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 県との差 西北 県問題番号

２(2) 数学的な技能 式の変形の仕方〔数と式〕 △ 8 45 53

３(3) 数学的な技能 連立二元一次方程式の解き方〔数と式〕 △ 7 59 66

１(4) ◇計算結果の説明〔数と式〕 △ 6 58 64数学的な見方や考え方

◇式を使った数量の表し方〔数と式〕 △ 6 38 44３(2)① 数学的な見方や考え方

◇一元一次方程式のつくり方〔数と式〕 △ 6 35 41３(2)② 数学的な見方や考え方

10(1) 知識・理解 中央値と階級の意味の理解〔資料の活用〕 △ 6 55 61

⑶ 通過率が４０％未満の問題（全８問）

観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 西北 県問題番号

７(1) ◇角の二等分線の作図の根拠〔図形〕 12 14数学的な見方や考え方

９(2) ◇円錐の体積を比較した結果の説明〔図形〕 14 17数学的な見方や考え方

６(2) ◇読み取った情報を使った数量の求め方〔関数〕 23 25数学的な見方や考え方

８(2) ◇回転体の切り口の図形の読み取り〔図形〕 28 32数学的な見方や考え方

◇一元一次方程式のつくり方〔数と式〕 35 41３(２)② 数学的な見方や考え方

４ 〔数と式〕 37 38数学的な見方や考え方 ◇数量関係の読み取りとの関連付け

◇式を使った数量の表し方〔数と式〕 38 44３(２)① 数学的な見方や考え方

９(1) 数学的な技能 円錐の側面積の求め方〔図形〕 39 36

⑷ 設定通過率を、１５ポイントを越えて下回る問題（全５問）

設定通過率問題番号 観点 問 題 の 内 容 〔領 域〕 差 西北

８(2) ◇回転体の切り口の図形の読み取り〔図形〕 △32 28 60数学的な見方や考え方

７(1) ◇角の二等分線の作図の根拠〔図形〕 △28 12 40数学的な見方や考え方

◇式を使った数量の表し方〔数と式〕 △22 38 60３(２)① 数学的な見方や考え方

２(1) 文字式の意味の読み取り〔数と式〕 △19 51 70数学的な見方や考え方

９(2) ◇円錐の体積を比較した結果の説明〔図形〕 △16 14 30数学的な見方や考え方
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３ 今後の指導について

通過率の低い観点と領域への対策⑴

全体の通過率は５１％と、県平均を２ポイント下回ったが、ここ数年は徐々に県平均に近づい

てきており、改善の傾向にある。通過率が県より高かった問題は昨年同様３問であった。数学科

全体として更なる底上げに励み、一層の授業改善に努めたい。

「小問ごとの比較」では、観点が「数学的な見方や考え方」である問題や活用に関する問題に

ついて依然として課題が見られる。思考力・判断力・表現力を育成するために、数学的活動に取

り組ませ、自分の考えを説明させる活動の充実を図りたい。また 「数学的な技能」においても、

県平均に届かない問題が見られた。文字を用いた式の計算、方程式を解くことなどの技能を学ぶ

際には、手順を教え繰り返し練習させて定着を図るのみの指導を改善し、その手順の基に原理・

法則があること、原理・法則をうまく使って数学的な処理の仕方が考え出されることを理解し、

定着できるような数学的活動を工夫することが大切である。

各領域ごとの通過率をみると 「数と式」において、県平均より低く課題が見られる。特に式、

についての内容は、数学の学習全般に関わる基礎的な知識及び技能として重要であるから、確実

に指導していきたい。既に学習した計算の方法と関連付けて、文字を用いた式の計算の方法を考

察し表現する学習活動や文字を用いた式を具体的な場面で活用する学習活動を積極的に授業に取

り入れていくことが大切である。

⑵ 授業改善の手立て

「○○の活動を通して、○○ができるようになる 」のように、本時の目標を「学習活動」と。

身に付けさせる「資質・能力」を踏まえて設定し、授業を構成していく。限られた時間内で、振

、 。 、り返りの活動を確実に実施できるよう 導入をコンパクトにするなど授業設計を工夫する また

生徒自身が学習の流れをつかみ、能動的に学習を進められるよう工夫する。さらに、単元を通し

て身に付けさせたい力を明確にするとともに、単元の学習計画を生徒と共有することが、生徒の

主体的な学びを実現するためには必要である。

導入≫≪

・ 課題は、呼びかける文末か疑問形の文末か等について、身に付けさせたい力、学習内容を

踏まえて設定する。疑問形は、まとめに直結しやすい。

・ 見通しの段階では、解決方法、結果など既習を活かして数学的思考をめぐらせ、自分なり

に見通しをもたせることで、解決までの過程を自覚化させる。比較、類推、適用等、論理的

に考える基となり大切である。

≪展開≫

・ 自力解決では、結果を導く過程を大切にするため、思考過程をノートに記述し、考えやそ

の具体的根拠を筋道を立てて説明する活動とする。

・ 学び合う場面では、教師と生徒のやりとりから生徒相互の話合いへ重点を次第に移行する

、 。 、ことで 対話的な学びになるようにする 自分なりの説明の仕方や聞き方を身に付けるよう

適時の指導や助言が大切である。

≪終末≫

・ 見通したことを起点にして、課題に対応したまとめを生徒と共につくる。

・ 本時の学習を振り返ることは、生徒と学習内容とのかかわりを深め、今後の学習や生活に

つなぐ場面である。単位時間毎や単元毎に必ず実施する。また、適用題に取り組む際は、根

拠を問うことで、適用する技能を根拠あるものにする指導を、適切に取り入れる。
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